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１．目的 

 本研究の目的は，小学校体育における「投の運動」

の指導の現状と課題を明らかにし，この結果を踏まえ

て，短時間の取り組みで，体育の専門性が十分でない

教員でも安全に・安心して・安定した成果を導くこと

ができる「投の運動」の教材を開発し，その有効性を

検討することで，小学校体育授業での「投の運動」の

指導に役立てる情報や教材を提供することである． 

 

＜研究１＞現役教師を対象とした「投の運動」に関す

るアンケート調査 小学校の教師125名を対象に，「投

の運動」に関する質問紙調査を実施した．（結果と考察

については，紙面の都合上省略する．） 

＜研究２＞「投の運動」の授業実践 

２．研究方法 

 １）対象者 T小学校３・４年生 28名，F小学校４ 

年生32名．全３時間の授業実践を行った．授業 

者は愛媛大学教育学部学校教育教員養成課程社

会科教育専修４回生教員志望の女子学生Wである． 

２）教材紹介と指導内容 教材づくりでは以下の３ 

点を重視した．①指導内容を明確化し，指導方法  

の確立を図る．指導ポイントを「姿勢」「動き」「リ  

ズム」とした．②特別な用具の準備を必要としな 

い．タオル１本で行える教材とした．③児童一人 

一人が達成感を味わえるようにする．教材の課題 

を明確にし，学習成果を確認できるようにした． 

表１ 指導内容と教材 

 

 

 

 

 

 

 

３）分析方法  

１．技能面の分析（①投距離 ②投動作） 

２．子どもの「投の運動」に関する意識調査 

３．子どもの運動有能感の変容 

４．授業者とT小学校学担教員へのインタビュー

３．結果と考察（今回はT小学校の結果のみを示す．） 

１）投距離の変容 20m以上は正確に計測できなか 

ったため中位群と下位群の変容を分析した．中位 

群の平均は 16.1mから15.4mと0.7m低下し，下 

位群の平均は 9.9mから 11.1mと 1.2m向上した． 

２）投動作の変容 クラス全体でみると７項目全て 

において向上がみられ，群別の投動作の変容につ 

いては表２に示した． 

    表２ 群別の投動作の変容（〇向上，△変化なし，×低下） 

３）子どもの「投の運動」に対する意識調査 授業 

評価，「投の運動」の評価，各教材の評価において， 

児童の肯定的，意欲的な意識の向上がみられた．  

４）子どもの運動有能感の変容 全ての次元で向上 

し，統制感は５%水準で有意差がみられた．練習の 

成果を自分の目で確認することができたことで， 

運動に対して自信がついたと考えられる． 

５）授業者と T小学校学担教員へのインタビュー  

 インタビュー調査の結果，体育が専門でない教員

でも指導しやすかったと考えられる．指導内容を

明確化したことは技能習得に有効であり，コツや

ポイントを絞って伝えることは投の運動の行い

方の理解に繋がった，といった評価が得られた． 

 

４．結論 

 本研究では，以下の３点が成果として確認された．

①投動作の向上がみられたことから，本研究の教材は

投げる動きを高める上で有効だったと言える．②授業

アンケートの結果から，「投の運動」に対して児童の肯

定的，意欲的な意識の向上がみられ，運動有能感も高

まった．③インタビュー調査の結果から，体育が専門 

でない教員でも指導しやすい教材となっていた． 
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